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授業科目 対象学科・専攻 年  次 期  別 

リズム運動 

Rhythmical Movement 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
１年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

実技 １ 必修 手島 史子 

概要 

 新学習指導要領の内容を踏まえ、各学年の運動発達段階に応じた表現運動の指導について認識する

とともに基礎的なダンスの理論を理解する。 

また、日本の民族舞踊などの踊りの継承について考え、実技とともに歴史的な背景や継承の意義を

追求し、踊り指導をする上での基礎を学ぶ。さらに、踊りを媒介にグループで共同創作する場を設け、

豊かな表現方法の追求と、踊りの評価の意味について学ぶ。 

到達目標 

（1）民族舞踊である「みかぐら」「ソーラン節」の踊りの歴史を学び、基本動作を修得する。 

（2）個人練習からグループ練習、そして発表までの授業づくりの流れを理解する。 

（3）模擬授業を通して、表現運動の基本的な指導法を修得する。 

授業内容とすすめ方 

１ オリエンテーション －リズム運動の魅力，様々な表現・踊りの特徴について－  

  ２ 今日のダンス・踊りを取り巻く背景と教育の中のダンス 

  ３ 日本の伝統文化「みかぐら」について学ぶ －地域の神楽を知る－ 

  ４ 「みかぐら」の基本の動き① －わたり・めぐり－ 

  ５ 「みかぐら」の基本の動き② －あしかけ，大ジャンプ，すさり－ 

  ６ グルーピングおよび「場」の構成について 

７ 「みかぐら」で使用する扇の製作 

  ８ 基本練習とグループ練習① －ペア学習効果について・発表－ 

  ９ 基本練習とグループ練習② －踊りの連続性について－ 

 １０ 「みかぐら」の発表と評価（発表会） 

 １１ 「ソーラン節」の学習 －導入－ 

 １２ 「ソーラン節」の意味と基本の動き－ろこぎ－ 

 １３ 「ソーラン節」の基本の動き－1番・２番－ 

 １４ 模擬授業 その１（導入から動きの指導） 

１５ 模擬授業 その２（評価と振り返り） 

テキストおよび 

参 考 文 献 

小学校学習指導要領 第９節 体育 

授業時に随時配布資料 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
小学校教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1) 民族舞踊である「み

かぐら」「ソーラン

節」の踊りの歴史を

学び、基本動作を修

得する。 

 

歴史につい

て理解し、

基本動作を

修得し、自

分なりの表

現をつけて

踊ることが

できる。 

 

ほぼ基本動

作 を 修 得

し、前に出

て踊ること

ができる。 

多少の間違

い は あ る

が、基本動

作を覚え、

踊ることが

できる。 

部分的にで

きても、全

体を通して

踊ることが

できない。 実技試験 40% 

(2) 個人練習からグル

ープ練習、そして発

表までの授業づく

りの流れを理解す

る。 

 

クラス全体

での発表会

の構成がイ

メ ー ジ で

き、提案で

きる。 

 

①部分的な

踊りの「発

表」までの

練習時間が

わかり、ま

た、再検討

することが

できる。 

 

②道具の作

り方につい

て理解して

いる。 

①ペア学習

で方法・見

る視点がわ

かる。（良い

ところや違

い が み え

る） 

 

②他と難し

いところを

練習する方

法を探し、

考えること

ができる。 

 

①横一列に

並 ん で 踊

り、前後を

時々交替し

て踊る意味

が分かる。 

 

 レポート 20% 

(3) 模擬授業を通して、

表現運動の基本的

な指導法を修得す

る。 

①わかりや

す い 言 葉

で、適度な

声で指導す

ることがで

きる。 

 

② 良 い 部

分、できる

部分の評価

ができる。 

 

③「わかる」

ために、重

要な動きや

言葉をつけ

るなどして

伝えること

ができる。 

 

①指導を受

ける人がわ

かりやすい

指導者の向

きについて

考え、その

向きで教え

られるよう

に努力でき

る。 

 

②指導案を

見ないで、

指導内容を

進めること

ができる。 

 

①部分的な

踊りの指導

案を計画す

ることがで

きる。 

 

②指導案を

みながら、

要点を意識

しながら指

導すること

ができる。 

 

③動き一つ

一つを丁寧

に教えるこ

と が で き

る。 

 

①全体に聞

こえる声で

模擬授業が

できない。 

 

②指導案の

書き方を参

考資料等で

調べながら

書くことが

できない。 

指導案づく

り・模擬授業 
40% 

 

 

 

 

 


